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〔目的〕 
前報（１）（２）では、林の管理の有無によって林分構造や林床植生に違いがみられ、また、葉面

積指数が異なることが分かった。そこで、それらと関係があると思われる林内の光量子束密度を測

定して林内への光の透過量を明確にし、今後の都市近郊林の管理のあり方を把握した。 
〔方法〕 
調査地は前報と同様である。林内の管理区 A,Ｂと放置区 A,Ｂおよび林外の草地区における光
量子束密度は、2000年 7月 12日から８月４日まで各区毎に地上 35cmに光量子センサーを設
置して、一秒毎に光量子束密度を測定したデータは全天候測定データ記録装置（KADEC-UP）
を用いて、一分毎の平均値で収録した。なお、各センサーは調査地へ出す前に同一の場におい

て測定を行い、機器ごとの誤差を確認して、現地で収録したデータは、一次回帰式により各区の

一分毎の測定値に器差補正を加えた。 
〔結果〕 
 調査地の林内の光量子束密度は、7月 13日から８月 3日の 22日間中 7～17時の一時間値
を合計した積算値を図－１に示した。全天光の光量子束密度は 8,286μmol m-2s-1であり、管理

区 A、Ｂは 264, 334μmol m-2s-1、放置区 A,Ｂは 74, 346μmol m-2s-1であった。管理区 A、Ｂと
放置区Ｂは同様な高い値であったが、放置区 A が非常に低い値であった。図－２には、7 月 21
日から 7月 30日までの一分毎の全天光と林内光の値を示した。林内の４区の光量子束密度は、
林外の草地区より低い値であるが、晴天の７月 22,23,24,29,31日は木漏れ日を受けて、激しく変
動した。一方、曇天の７月 21,27,28日と雨天の７月 25,26日は林内の値が林外と比較して、著し
く低下した。そこで、７時から 17 時までの林外の全天光に対する相対光量子束密度を求めて，７
月 21日から 30日まで図－３に示した。晴天日の相対光量子束密度の 7時から 17時の一時間
平均値は管理区 Aが 3.9%、Ｂが 3.3％、放置区 Aが 1.0%、Ｂが 4.4％であった。一方、曇天日
では、管理区 A が 3.4%、Ｂが 3.2％、放置区 A が 0.5%、Ｂが 3.6％であり、管理区 A,B と放置
区 B は同様な値であったが、放置２６年目の放置区 A は極端に低い値であり有意差が認められ
た (p<.05, Tukey HSD)。林内の透過光は、下刈り等の管理によって低木層などの個体数が減
少し葉面積指数の低下により高くなると思われるが、長期間放置しておくと低木数などが増加して、

相対光量子束密度が極端に低下したと判断された。なお、６年間管理されなかった放置区Ｂでは

まだ透過を妨げる程の低木層は完成されかったと思われる。次に、各区における晴天日と曇天日

での時間毎の相対光量子束密度を図－４に示した。晴天日では木漏れ日などによる影響と思わ

れるばらつきが激しくみられたが、曇天日では時間毎の変化は少なく、管理区 A、Ｂと放置区Ｂの
３者は同様な高い値であったが、放置区 Aは有意に低い値が見られた (p<.05, Tukey HSD)。
以上のことから、下刈りなどの管理を行うことによって、低木層の減少と葉面積指数の減少がおこ

り、林床への光の透過量が高まり、管理区において草本植物が増加したものと思われる。したが

って、林床植生の出現種数や被度の増減を制約する主要なものは林内光量であり、種の多様性

や景観を維持するためには、冬場の下刈りや落ち葉掻きは有効な管理方法と言える。 
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